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公共施設の見直しを

進めます

女性消防団員募集

など

定例市議会など

屋外体育施設利用日

程調整会議/スキー

大会出場者募集

生涯学習フォーラム

/平成26年度の事業

提案を募集

小山工業団地に新工

場建設の協定など

嘱託職員募集など

市・県民税の申告忘

れずになど

大野忍さんが
大野にやって来た

　１月18日、女子サッカー
日本代表選手の大野忍さん
による、トークショーと女
子小中学生対象のサッカー
教室を開催しました。前日
の17日には、越前大野城１
日城主に任命され、市内を
視察しました。

今月の国民の祝日

11日火　建国記念の日
　　 国旗を掲げましょう

http://www.city.ono.fukui.jp/
市ホームページ

http://www.city.ono.fukui.jp/i/

市ホームページ
携帯電話用サイト

公
共
施
設
の
課
題

　

本
市
の
公
共
施
設
は
、
昭
和
50

年
代
に
小
学
校
や
公
民
館
の
建

設
、
都
市
公
園
の
整
備
な
ど
を
多

く
行
っ
て
い
る
た
め
、
老
朽
化
な

ど
に
よ
る
安
全
面
の
問
題
な
ど
が

同
時
期
に
発
生
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

・
市
税
な
ど
の
歳
入
が
減
少
し

て
い
る
中
で
、
こ
れ
か
ら
30

年
の
間
に
大
規
模
な
改
修
や

建
て
替
え
を
必
要
と
す
る
施

設
が
多
く
あ
り
ま
す
。ま
た
、

道
路
や
橋
な
ど
生
活
に
必
要

な
施
設
の
維
持
管
理
も
あ

り
、
全
て
の
公
共
施
設
を
建

て
替
え
る
こ
と
は
困
難
で
す

　

・
少
子
化
や
高
齢
化
の
進
展
な

ど
、
社
会
環
境
の
変
化
に
よ

り
施
設
の
設
置
目
的
に
合
わ

な
い
施
設
が
増
え
て
い
ま
す

　

・
生
活
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ

　
　

っ
て
生
じ
た
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

計
画
の
考
え
方

　

計
画
で
は
、
施
設
の
統
廃
合
や

譲
渡
な
ど
に
よ
り
、
施
設
の
数
を

公
共
施
設
の
見
直
し
を
進
め
ま
す
　

市
に
は
３
３
４
の
公
共
施
設
が
あ
り
、
そ
の
半
数
が
整
備
し
て

か
ら
30
年
以
上
経
過
し
て
い
ま
す
。
将
来
の
市
の
財
政
見
通
し
を

考
え
る
と
、
全
て
の
施
設
を
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
維
持
管
理
し

た
り
、
建
て
替
え
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
公
共
施
設
の
役
割
や
利
用
状
況
、
必
要
性
な
ど
を

検
討
し
、
大
野
市
公
共
施
設
再
編
計
画
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
施
設
の
統
廃
合
や
譲
渡
す
る
こ
と
と
、
必
要
な
施

設
の
長
寿
命
化
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
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保健・医療・福祉の拠点として再整備された結とぴあ

公
共
施
設

　
　
　
再
編
の
必
要
性
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削
減
す
る
ほ
か
、
公
的
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設

の
長
寿
命
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

取
り
組
み
の
進
め
方

　

施
設
の
再
編
を
進
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

招
か
な
い
よ
う
配
慮
す
る
と
と
も

に
、
地
域
住
民
や
利
用
者
・
団
体

な
ど
と
協
議
を
行
い
、
再
編
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

取
り
組
み
状
況
を
点
検
し
、
計

画
策
定
時
と
の
社
会
情
勢
の
変
化

な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
適
宜
計

画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
方
向
性

　

施
設
の
在
り
方
を
４
つ
に
分
類

し
、
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■
現
状
維
持　

現
在
の
目
的
の
ま

　

ま
施
設
を
利
用
し
ま
す
。
効
率

　

的
な
維
持
管
理
を
行
い
、
長
く

　

使
用
で
き
る
よ
う
適
正
な
維
持

　

補
修
を
行
い
ま
す
。

■
廃
止　

利
用
が
少
な
く
老
朽
化

に
よ
る
建
て
替
え
が
困
難
な
施

設
、
用
途
変
更
や
譲
渡
が
で
き

な
い
施
設
は
廃
止
し
、
取
り
壊

し
ま
す
。

■
用
途
変
更　

施
設
の
状
況
に
応

じ
て
、
設
置
目
的
の
変
更
、
統

合
、
移
転
を
行
い
ま
す
。
設
置

目
的
と
は
違
う
利
用
を
し
て
い

る
施
設
は
、
現
在
の
状
況
に
合

　

っ
た
利
用
が
で
き
る
よ
う
設
置

目
的
を
変
更
し
ま
す
。

　

利
用
率
が
低
い
施
設
や
管
理

運
営
上
、
統
合
し
た
方
が
効
率

的
と
思
わ
れ
る
施
設
は
、
利
用

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
し
一

つ
に
ま
と
め
複
合
化
し
ま
す
。

■
譲
渡　

売
却
と
無
償
譲
渡
の
方

　

法
で
、
市
か
ら
法
人
や
団
体
、

　

個
人
に
所
有
権
を
移
転
し
ま
す
。

土
地
の
方
向
性

　

市
有
地
や
借
地
な
ど
の
土
地
も

利
用
状
況
に
応
じ
て
売
却
や
返
還

な
ど
を
進
め
ま
す
。

○
公
共
施
設
が
あ
る
土
地

　

公
共
施
設
が
存
続
す
る
土
地

は
、
市
有
地
・
借
地
と
も
建
物

が
存
在
す
る
間
、
建
物
と
併
せ

て
市
が
管
理
し
ま
す
。

　

借
地
は
、
借
地
料
の
適
正
化

を
図
り
、
施
設
用
地
内
に
市
有

地
と
借
地
が
混
在
す
る
場
合
な

ど
は
、
必
要
に
応
じ
て
借
地
部

分
の
取
得
に
向
け
、
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

○
他
者
が
使
用
し
て
い
る
土
地

　

市
有
地
は
使
用
者
へ
の
売
却

を
進
め
、
借
地
は
、
所
有
者
と

使
用
者
と
の
賃
貸
契
約
へ
転
換

保健センターが「結とぴあ」内に移転し、機能強化された休日急患診療所
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を
図
り
ま
す
。

○
利
用
が
見
込
ま
れ
な
い
土
地

　

利
用
し
な
く
な
っ
て
か
ら
お

お
む
ね
２
年
以
内
に
、
利
活
用

方
針
を
定
め
ま
す
。
不
要
な
市

有
地
は
速
や
か
に
売
却
で
き
る

よ
う
取
り
組
み
、
借
地
は
返

還
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

期
間

　

計
画
の
期
間
は
、
平
成
25
年
度

か
ら
平
成
34
年
度
ま
で
の
10
年
間

で
す
。

再
編
す
る
施
設
の
数

　

計
画
で
は
、
再
編
の
方
向
性
ご

と
に
３
３
４
施
設
を
分
類
し
て
い

ま
す
。

現
状
維
持　

２
８
３
施
設
（
現
状

　

維
持
２
７
９
、
改
築
・
改
修
な

　

ど
４
）

廃
止　

16
施
設
（
施
設
の
廃
止

　

12
、
借
地
の
返
還
４
）

用
途
変
更　

19
施
設

譲
渡　

16
施
設

未
活
用
の
市
有
地　

38
カ
所

再
編
の
効
果

　

計
画
を
全
て
実
現
す
る
と
、
年

間
の
維
持
管
理
経
費
を
約
１
億

１
０
０
０
万
円（
方
向
性
を
廃
止
、

譲
渡
と
し
た
施
設
の
平
成
23
年
度

維
持
管
理
経
費
の
合
計
額
）
削
減

で
き
ま
す
。
削
減
で
き
た
経
費
は

必
要
な
施
設
の
維
持
補
修
や
社
会

保
障
費
、
道
路
な
ど
の
維
持
管
理

に
使
い
、
安
全
で
安
心
な
「
結
の

故
郷
越
前
お
お
の
」
の
実
現
に
活

用
し
ま
す
。

廃
止

・
市
営
住
宅
（
下
舌
、
西
里
、
中

津
川
新
、
中
津
川
西
、
中
津
川

東
、
大
納
ハ
イ
ツ
）

　

施
設
の
老
朽
化
が
著
し
い
こ
と

か
ら
、
入
居
が
な
く
な
っ
た
時
点

で
廃
止
し
ま
す
。

　
（
こ
れ
ら
の
市
営
住
宅
は
、
現
在

入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
せ
ん
）

・
穴
馬
民
俗
館

　

施
設
の
老
朽
化
が
著
し
く
、
修

繕
に
多
額
の
費
用
が
必
要
な
こ
と

や
、
来
館
者
数
も
年
々
減
少
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年
度
末

ま
で
に
廃
止
し
ま
す
。

用
途
変
更

・
公
民
館
併
設
施
設

　

農
村
婦
人
の
家
（
小
山
公
民

館
）、
農
業
者
健
康
管
理
セ
ン

市営住宅（中津川西）

穴馬民俗館

六呂師自然楽舎
（旧六呂師小学校）

天狗岩ファミリーパーク

方
向
性
を
定
め
た

　
　
主
な
施
設
と
内
容
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タ
ー
（
富
田
公
民
館
）、
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー（
上
庄
公
民
館
）、

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
（
和
泉
公
民

館
）
は
、
現
状
で
は
公
民
館
と
し

て
一
体
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
平
成
26
年
度
中
に
公
民

館
に
統
合
し
、
効
率
的
な
管
理
運

営
が
で
き
る
よ
う
手
続
き
を
行
い

ま
す
。

・
農
林
業
者

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　

主
に
和
泉
小
・
中
学
校
の
体
育

館
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
平
成
26
年
度
中
に
小
・
中

学
校
に
統
合
し
ま
す
。

・
和
泉
支
所
、
和
泉
公
民
館
、

　

和
泉
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

３
施
設
が
有
す
る
そ
れ
ぞ
れ

の
機
能
を
一
体
化
す
る
こ
と
を

基
本
に
、
移
転
先
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。

譲
渡

・
国
民
休
養
地
、

　
　

和
泉
前
坂
家
族
旅
行
村

　

平
成
26
年
度
か
ら
５
年
間
、
指

定
管
理
者
制
度
に
よ
る
管
理
運
営

を
行
っ
た
後
、
民
間
企
業
な
ど
へ

譲
渡
を
目
指
し
ま
す
。

　

指
定
管
理
期
間
中
に
売
却
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

・
下
山
農
村
公
園
、

　

天
狗
岩
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク

　

平
成
26
年
度
中
に
、
地
元
な
ど

へ
の
譲
渡
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

・
集
落
セ
ン
タ
ー

　
（
不
動
堂
、
橋
爪
、
五
条
方
）

　

地
元
へ
の
譲
渡
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

・
六
呂
師
自
然
楽
舎
（
旧
六
呂
師

小
学
校
）、
自
然
こ
ど
も
館
（
旧

六
呂
師
保
育
園
）

　

地
域
の
理
解
を
求
め
、
譲
渡

を
基
本
と
し
た
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

改
築
・
改
修

・
文
化
会
館

　

建
築
か
ら
47
年
が
経
過
し
、
建

物
自
体
の
老
朽
化
が
進
ん
で
き
て

い
る
こ
と
と
、
耐
震
補
強
を
必
要

と
す
る
こ
と
か
ら
、
文
化
振
興
の

拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
の
在
り

方
を
検
討
し
ま
す
。

問　

総
務
課
自
治
振
興
室

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
４
５
）

文化振興の拠点となっている文化会館
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応
募
要
件　

市
内
に
居
住
ま
た
は

　

勤
務
す
る
満
18
歳
以
上
（
高
校

　

生
を
除
く
）
の
女
性

募
集
人
数　

85
人

活
動
内
容

○
平
常
時　

▽
一
般
市
民
向
け
予

　

防
広
報
活
動
▽
消
防
団
操
法
大

　

会
な
ど
消
防
団
員
の
大
会
参
加

　

▽
各
種
訓
練
へ
の
参
加
▽
消
防

　

団
員
教
育
の
受
講

○
災
害
時　

▽
後
方
支
援
活
動
▽

　

避
難
誘
導
、
被
災
者
の
介
護
や

　

救
護
活
動
▽
情
報
の
収
集
や

　

伝
達

処
遇

　

・
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員

　

・
一
定
額
の
報
酬
、
出
場
手
当

　
　

支
給

　

・
表
彰
、
公
務
災
害
補
償
、
退

　
　

職
報
償
金（
勤
続
５
年
以
上
）

　

・
制
服
、
制
帽
、
活
動
服
貸
与

　
　
（
３
月
中
に
採
寸
）

　

・
65
歳
定
年

応
募
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項

　

を
記
入
し
、
消
防
署
に
持
参
す

　

る
か
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子

　

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

　

い
。
申
込
書
は
、
消
防
署
や
和

　

泉
分
遣
所
、
各
公
民
館
に
あ
り

　

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

も
入
手
で
き
ま
す

募
集
締
切　

２
月
28
日
金

問　

消
防
署（
☎
66
・
０
１
１
９
・

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
65
・
７
９
３
９
）

　

電
子
メ
ー
ル　

s-keibou@

　
　

city.fukui-ono.lg.jp

　

〒
９
１
２
ー
０
０
８
４

　

大
野
市
天
神
町
７
ー
14

　

市
消
防
団
で
は
、
地
域
の
消
防
・
防
災
力
強
化
の
た
め
、

女
性
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

女
性
消
防
団
員
募
集

新車両で対応力強化 　12月、消防署と消防団に新しい車両が配備され、火災
や事故への対応力が強化されました。

○救助工作車　消防署
　事故車両を支える救助用フレームや火災現場で火元
を確認する熱源画像直視装置など県内初導入となる最
新鋭の救助資機材を装備

○小型動力ポンプ付積載車　市消防団第２分団第４部
　火災発生時の機動力が向上し、災害対応などに幅広
く活用
問　消防署（☎ 66・0119）
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補
正
予
算
の
概
要

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
３
億
１
１
５
６
万

９
０
０
０
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算

総
額
は
１
７
６
億
３
８
５
０
万

７
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
の
主
な
内
容
は
▼
結
の
故

郷
発
祥
祭
Ｐ
Ｒ
用
の
ぼ
り
旗
・
ポ

ス
タ
ー
な
ど
の
作
成
と
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
式
典
の
経
費
に
６
０
０
万
円

▼
新
庁
舎
の
内
装
木
質
化
や
薪
ス

ト
ー
ブ
整
備
に
６
６
０
０
万
円
▼

財
政
調
整
基
金
の
積
み
立
て
に

１
億
円
▼
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
導
入
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
４
１
０
万
円
▼
県
営
土
地

改
良
事
業
費
の
増
額
に
よ
る
市
負

担
分
の
増
額
に
２
１
０
０
万
円
▼

除
雪
経
費
と
し
て
除
雪
委
託
料
な

ど
に
１
億
２
４
０
０
万
円
▼
中
部

縦
貫
自
動
車
道
対
策
費
で
は
、
道

路
事
業
用
地
代
替
地
と
し
て
土
地

開
発
基
金
所
有
の
土
地
購
入
費
に

４
４
１
５
万
９
０
０
０
円
▼
火
災

予
防
思
想
啓
発
事
業
と
し
て
、
市

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
防
火
パ
レ
ー
ド

の
ま
と
い
、
横
断
幕
の
作
製
に

30
万
５
０
０
０
円
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。

名
誉
市
民
の
推
挙
に
同
意

　

１
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
と
お
り
、
参
議
院
議
長
で
あ
る

山
崎
正
昭
氏
の
名
誉
市
民
の
推
挙

に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員

会
委
員
の
任
命
と
公
平
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

▽
教
育
委
員
会
委
員
（
敬
称
略
）

　

山
川
秀
（
柿
ヶ
嶋
）

▽
公
平
委
員
会
委
員
（
敬
称
略
）

　

石
田
光
義
（
太
田
）

　

消
費
税
法
の
一
部
改
正
な
ど
に

伴
っ
て
、
使
用
料
な
ど
を
改
定
す

る
条
例
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
し
尿
汲
み
取
り
手
数
料

　

20
㍑
に
つ
き
１
５
５
円
を
20
㍑

　

に
つ
き
１
５
９
円
に

▽
フ
レ
ア
ー
ル
和
泉

宿
泊
料

　

大
人
１
人
５
０
０
０
円
を

　

５
１
０
０
円
に

　

小
人
１
人
３
０
０
０
円
を

　

３
１
０
０
円
に
、
な
ど

（
会
議
）室
等
使
用
料

　

大
広
間
４
時
間
ま
で
２
万
円
を

　

２
万
６
０
０
円
に
、
な
ど

コ
テ
ー
ジ
使
用
料

　

１
泊（
定
員
４
人
）１
万
６
０
０
０

　

円
を
１
万
６
５
０
０
円
に
、

　

な
ど

▽
国
民
休
養
地

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
九
頭
竜
宿
泊
料

　

大
人
１
人
５
０
０
０
円
を

　

５
１
０
０
円
に

　

小
人
１
人
３
０
０
０
円
を

　

３
１
０
０
円
に
、
な
ど

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
会
議
室
利
用
料

　

４
時
間
ま
で
５
０
０
０
円
を

　

５
１
０
０
円
に
、
な
ど

野
外
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
施
設

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　

１
面
１
日
５
０
０
０
円
を

　

５
１
０
０
円
に
、
な
ど

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

　

１
区
画
１
泊
３
５
０
０
円
を

　

３
６
０
０
円
に
、
な
ど

▽
天
狗
岩
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ー
ク

ケ
ビ
ン
使
用
料

　

１
泊
１
棟
１
万
２
０
０
０
円
を

　

１
万
２
３
０
０
円
に
、
な
ど

▽
和
泉
前
坂
家
族
旅
行
村

テ
ン
ト
（
１
泊
）

　

１
張
２
８
０
０
円
を
２
９
０
０
円

　

に
、
な
ど

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
（
１
泊
）

　

電
源
付
き
１
区
画
４
０
０
０
円

　

を
４
１
０
０
円
に
、
な
ど

ロ
グ
ケ
ビ
ン
（
１
泊
）

　

１
棟
６
０
０
０
円
を
６
２
０
０
円

　

に
、
な
ど

▽
水
道
給
水

水
道
使
用
料
（
１
月
）

　

家
事
用
基
本
料
金
１
５
７
５･

０
０

　

円
を
１
６
２
０
・
０
０
円
に
、

　

な
ど

メ
ー
タ
ー
使
用
料
（
１
月
）

　

口
径
13
㍉
㍍
１
２
６
・
０
０
円

　

を
１
２
９
・
６
０
円
に
、
な
ど

▽
簡
易
水
道
等
給
水

　

各
簡
易
水
道
の
使
用
料
、
メ
ー

タ
ー
使
用
料
な
ど
を
改
定

▽
公
共
下
水
道

一
般
汚
水
（
１
月
）

　

基
本
料
金
１
４
７
０
・
０
０
円

　

を
１
５
１
２
・
０
０
円
に
、

　

な
ど

メ
ー
タ
ー
使
用
料

　

口
径
13
㍉
㍍
１
２
６
・
０
０
円

　

を
１
２
９
・
６
０
円
に
、

　

な
ど

　

県
で
は
、
消
費
者
と
行
政
と
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
活
動
す
る
平
成

26
年
度
の
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
消
費
生
活
に
つ

い
て
の
苦
情
・
要
望
の
収
集
、
悪

質
な
販
売
に
関
す
る
通
報
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
で
す
。
詳
し
く

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以

　

上
の
人

定
員　

３
人

任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
１
年
間

締
切　

２
月
14
日
金

問　

市
民
生
活
課
市
民
く
ら
し
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
９
３
）

一
般
会
計
に
３
億
１
１
５
６
万
円
余
り
を
追
加

　

第
３
８
７
回
市
議
会
定
例
会
が
、
12
月
２
日
か
ら
18
日

ま
で
開
か
れ
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど

42
議
案
と
市
会
案
１
件
が
審
議
さ
れ
、
可
決
・
採
択
・
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
市
議
会

県
消
費
生
活

　
　
　
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

施
設
・
水
道
使
用
料

　
　
　
　
　

な
ど
の
改
定

４
月
１
日
か
ら

　

変
更
に
な
る
主
な
料
金
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日
時　

２
月
28
日
金
午
後
７
時
〜

場
所　

市
役
所

利
用
計
画
書
提
出　

利
用
計
画
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
各
施

設
の
管
理
者
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
真
名
川
憩
い
の
島
は
エ

キ
サ
イ
ト
広
場
、
奥
越
ふ
れ
あ

い
公
園
は
都
市
計
画
室
が
担
当

で
す
。

※
計
画
書
は
、
各
施
設
に
あ
り

　

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　

ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

利
用
計
画
書
提
出
締
切　

２
月
14

　

日
金
午
後
５
時

そ
の
他

・
希
望
予
定
日
の
変
更
を
お
願
い

　

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
会
議

　

に
は
必
ず
団
体
の
責
任
者
が
、

　

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ふ
れ
あ
い
公
園
陸
上
競
技
場
内

の
芝
生
部
分
は
育
成
管
理
の
た

め
、
５
月
31
日
ま
で
使
用
停

止
し
ま
す
。
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問　

都
市
計
画
室
都
市
整
備
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
５
５
）

　

エ
キ
サ
イ
ト
広
場

　
（
☎
66
・
１
４
３
３
）

利
用
日
程
調
整
会
議

　
真
名
川
憩
い
の
島
や
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
に
あ
る
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
の
屋
外
体
育
施
設
を
円
滑
に
利
用
す
る

た
め
、
日
程
調
整
会
議
を
行
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
中
に
利
用
予

定
の
あ
る
団
体
は
、
事
前
に
利
用
計
画
書
を
提
出
し
、
必
ず
出
席

し
て
く
だ
さ
い
。

　
日
程
は
、
県
や
市
の
主
催
す
る
行
事
、
全
国
大
会
や
北
信
越
大

会
な
ど
の
予
定
を
優
先
し
ま
す
。

屋
外
体
育
施
設

IZUMIクロスカントリー
スキー大会

日時　３月１日土午前９時～
場所　DAINOUスポーツランド
種別　クロスカントリースキー（小学生の部、中学生の部、一般
　の部、ビギナーの部）
参加料　一般2000円、高校生1500円、小・中学生1000円（保
　険代含む）

九頭竜スキー選手権大会
日時　３月２日日午前９時～
場所　九頭竜スキー場
種別　大回転（スノーボードの部、アルペンスキーの部）
参加料　一般・高校生3000円、小・中学生1000円（保険
　代含む。リフト代別）

締切　２月17日月（両大会ともに）
問　スポーツ課社会体育係（☎66・1111内線532）
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日
時　

２
月
23
日
日
午
後
１
時
30

　

分
～
３
時
30
分

場
所　

学
び
の
里
「
め
い
り
ん
」

内
容

・
社
会
教
育
功
労
者
表
彰
式

・
実
践
発
表

　

○
大
野
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト

　
　

ワ
ー
ク　

女ひ
と

と
男ひ

と

が
さ
さ
え

　
　

合
う
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し

　
　

て
～
東
北
視
察
研
修
報
告

　
　

か
ら
～

　

○
小
山
地
区　

世
代
を
超
え
て

　
　

伝
わ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
～
「
愛
汗
喜

　
　

働
」
に
よ
る
協
力
、「
結
の
精

　
　

神
」
に
よ
る
団
結
～

　

○
下
庄
地
区　

地
域
福
祉
の
向

　
　

上
を
目
指
し
て
～
世
代
間
交

　
　

流
事
業
の
実
践
か
ら
～

問　

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　
（
☎
65
・
５
５
９
０
）

生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム

未
来
へ
つ
な
ご
う
　
結
の
こ
こ
ろ
を

市民力によるふるさとづくりを支援
平成26年度の事業提案を募集

結の故郷越前おおの
元気創造事業

市民協働推進提案事業
　地域のいろいろな課題の解決について、自由な発
想を生かした事業提案を受け、提案のあった団体に
事業を委託します。
　事業の実施は、市の担当課と役割を分担し、話し
合いながら、より効果の高い方法で実施します。
対象事業　地域の課題を解決する事業や市民サービ
　スの向上が見込まれる事業

問　総務課自治振興室（☎66・1111内線245）

　団体が自主的に企画、実施する地域の活性化を目的
にした事業に対して一定の割合で補助し、「市民力」の
さらなる向上を目指します。
対象事業　地域の活性化や市民参加、市民協働の推進
が見込まれる事業
募集期間　２月３日月～３月12日水
対象団体　市内に事業所や活動場所がある公益活動
団体
その他　事業の応募資格など、詳しい内容は、市役所
や和泉支所、各公民館にある応募要綱で確認してく
ださい

越前おおの“とんちゃん”を愛でる会
新メニュー試食会

越前おおの美濃街道プロジェクト
「魚屋さんでおおの“膳

めし

”」試食会

　
今
年
は
、
世
代
間
交
流
が
テ
ー
マ
で
す
。

　
世
代
を
超
え
て
伝
え
た
い
、受
け
継
ぎ
た
い
「
結
の
こ
こ
ろ
」

の
実
践
発
表
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
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「越前おおの歴史検定」受験生募集

特定不妊治療費を助成します

　皆さんは、私たちの住むまち、大野市の歴史をどのくらいご存じですか。市では、歴史をテーマにしたご
当地検定を実施します。自分の知識を試したい人、市の魅力をもっと知りたい人、これから市の歴史につい
て学んでみたいと思っている人は、ぜひ参加してください。あなたが持っている知識を生かして合格を目指
しましょう。

　不妊治療のうち医療保険が適用されず高額になる「人工授精」「体外受精」「顕微授精」の治療費の一部を
助成します。平成25年度分の締め切りは、平成26年３月31日月です。詳しくは、問い合わせてください。

日時　３月23日日午前10時～11時（午前９時30分
　受付開始）　
場所　市役所
問題　大野の歴史（大野のあゆみ改訂版から出題）
　三者択一形式100問（１問１点）
合格基準　80点以上
定員　50人（先着）
検定料　無料

申込方法　電話かファクスで氏名、住所、電話番号
　を連絡
締切　３月10日月
その他　合格者には認定証を進呈。希望者には、「大
野のあゆみ」電子データ（ＣＤ）を無料配布

問　観光振興課観光企画係
　（☎66・1111内線162　FAX65・8371）

対象になる人　次の全てに該当する人。
　・夫、妻のどちらか、または両方が、本市に住所
　　がある人
　・市税を完納している人
　・医療保険に加入している人
　・法律上の夫婦
助成額と回数
　○１回の治療費のうち、県の助成額を差し引いた
　　額の２分の１に相当する額
　○１回の助成につき、10万円が限度で、１年度に
　　３回まで

申請に必要な書類
　・市特定不妊治療費助成申請書と請求書（市ホー
　　ムページから入手できます）
　・医療機関が発行する不妊治療費の明細が分かる
　　領収書
　・夫婦の納税が証明できる書類（納税証明書）
　・県特定不妊治療費助成事業の助成承認決定通知
　　書の写し（体外受精と顕微授精の場合）
　・住民票
問　健康長寿課健康づくり係（☎66・6631内線111）

小
山
工
業
団
地
に

新
工
場
建
設
の
協
定
を
締
結

　

業
務
用
厨
房
機
器
な
ど
の
製
造
・
販
売
を
行
う
タ
ニ
コ
ー
株
式
会
社

が
小
山
工
業
団
地
（
上
荒
井
）
に
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、

１
月
16
日「
工
場
建
設
に
関
す
る
協
定
書
」の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
４
月
か
ら
造
成
工
事
に
着
工
し
、
工
場
は
第
１
期
工
事
と
し
て

物
流
セ
ン
タ
ー
が
平
成
29
年
３
月
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
後
、

第
２
期
工
事
に
取
り
掛
か
り
、
完
成
後
は
、
１
期
、
２
期
合
わ
せ
て
20

人
の
雇
用
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　

産
業
振
興
課
商
工
労
働
係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
９
３
）
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　共
通
事
項

募
集
人
員　

各
１
人

採
用
予
定
日　

４
月
１
日

受
験
資
格　

平
成
26
年
４
月
１
日

　

現
在
で
60
歳
未
満
の
人

提
出
書
類

　

・
履
歴
書
（
市
販
の
履
歴
書
）

　

・
写
真
（
履
歴
書
に
添
付
、
６

　
　

カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
上
半

　
　

身
、
脱
帽
、
正
面
向
き
）

　

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状

受
付
期
間　

２
月
３
日
月
～
14
日

　

金
の
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
、

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

　

分
（
郵
送
の
場
合
、
２
月
14
日

　

金
必
着
）

そ
の
他　

受
験
者
全
員
に
合
否
を

　

通
知
。
詳
し
く
は
、
各
担
当
課

　

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　
個
別
事
項

児
童
館
嘱
託
職
員

業
務
内
容　

児
童
の
遊
び
の
指
導

勤
務
場
所　

市
児
童
セ
ン
タ
ー

勤
務
時
間　

１
週
間
当
た
り
30
時

　

間
、
正
午
～
午
後
６
時

　
　

た
だ
し
、土
曜
日
、夏
休
み
、

　

冬
休
み
、
春
休
み
は
、
開
館
が

　

午
前
８
時
と
な
り
、
変
則
勤
務

受
験
資
格　

保
育
士
の
資
格
ま
た

　

は
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等

　

学
校
、
幼
稚
園
教
諭
な
ど
の
資

　

格
を
有
す
る
人
（
３
月
末
ま
で

　

に
取
得
見
込
み
を
含
む
）

提
出
書
類
（
共
通
事
項
に
加
え
）

　

・
作
文
（
４
０
０
字
詰
め
原
稿

　
　

用
紙
２
枚
程
度
に
「
志
望
の

　
　

動
機
」）

　

・
資
格
ま
た
は
免
許
の
証
明
書

　
　
（
コ
ピ
ー
可
）

申
込
方
法　

提
出
書
類
を
福
祉
こ

ど
も
課
に
持
参
か
郵
送
（
郵
送

の
場
合
、
封
筒
の
表
に
「
児
童

館
嘱
託
職
員
」
と
朱
書
き
し
書

留
郵
送
）

試
験

　

日
時　

２
月
22
日
土
午
前
９
時

　

場
所　

結
と
ぴ
あ（
有
終
会
館
）

　

方
法　

個
別
面
接

問　

福
祉
こ
ど
も
課
こ
ど
も
家
庭
係

　
（
☎
66
・
６
６
３
１
内
線
１
４
２
）

　

〒
９
１
２
ー
０
０
８
４

　

大
野
市
天
神
町
１
ー
19

ス
ポ
ー
ツ
課
嘱
託
職
員

業
務
内
容　

市
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進

　

に
関
す
る
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体

　

事
務
局
業
務
な
ど

勤
務
場
所　

ス
ポ
ー
ツ
課
事
務
室

勤
務
時
間　

１
週
間
当
た
り
30
時

　

間
、午
前
９
時
～
午
後
４
時（
休

　

憩
は
正
午
～
午
後
１
時
）。

　
　

た
だ
し
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

　

ト
な
ど
で
休
日
を
勤
務
日
と
し

　

て
指
定
す
る
こ
と
が
年
に
数
回

　

あ
る
。
こ
の
場
合
、
他
の
勤
務

　

日
を
休
日
と
す
る

受
験
資
格　

高
校
卒
業
程
度
の
学

　

力
を
有
し
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
が

　

で
き
る
人

申
込
方
法　

提
出
書
類
を
ス
ポ
ー

ツ
課
に
持
参
か
郵
送
（
郵
送
の

場
合
、
封
筒
の
表
に
「
ス
ポ
ー

ツ
課
嘱
託
職
員
」
と
朱
書
き
し

書
留
郵
送
）

試
験

　

日
時　

２
月
22
日
土
午
前
９
時

　

場
所　

文
化
会
館

　

方
法　

筆
記
試
験（
一
般
教
養
）

　
　

と
面
接

問　

ス
ポ
ー
ツ
課
社
会
体
育
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
５
３
１
）

　

〒
９
１
２
ー
８
６
６
６
（
住
所

　

は
書
か
な
く
て
も
届
き
ま
す
）

イ
ト
ヨ
の
里
嘱
託
職
員

業
務
内
容　

本
願
清
水
イ
ト
ヨ

の
里
の
庶
務
と
管
理
運
営

勤
務
場
所　

本
願
清
水
イ
ト
ヨ

の
里

勤
務
時
間　

１
週
間
当
た
り
平
均

30
時
間
（
土
、
日
、
祝
日

を
含
む
）、午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
※
時
間

の
範
囲
内
で
勤
務
時
間
を

調
整

受
験
資
格　

高
校
卒
業
程
度

の
学
力
を
有
し
、
パ
ソ
コ

ン
操
作
が
で
き
る
人
。
イ

ト
ヨ
な
ど
魚
類
に
興
味
の

あ
る
人
が
望
ま
し
い

提
出
書
類（
共
通
事
項
に
加
え
）

・
作
文
（
４
０
０
字
詰
め

　

縦
書
き
原
稿
用
紙
２
枚

　

程
度
に
「
本
願
清
水
イ

　

ト
ヨ
の
里
に
つ
い
て
思

　

う
こ
と
」）

申
込
方
法　

提
出
書
類
を
文

化
課
に
持
参
か
郵
送
（
郵

送
の
場
合
、
封
筒
の
表
に

「
本
願
清
水
イ
ト
ヨ
の
里

嘱
託
職
員
」
と
朱
書
き
し

書
留
郵
送
）

試
験

　

日
時　

２
月
22
日
土
午
前

　
　

９
時

　

場
所　

文
化
会
館

　

方
法　

筆
記
試
験
（
一
般

　
　

教
養
）
と
面
接

問　

文
化
課
文
化
係

　
（
☎
66
・
５
４
１
０
）

　

〒
９
１
２
ー
０
０
３
５

　

大
野
市
有
明
町
11
ー
10

家族介護教室

嘱
託
職
員
募
集

　家庭での介護に役立つ知識や技術の習得・リフレ
ッシュ・情報交換ができる「家族介護教室」を開催
します。
日時　３月６日木午前10時～午後３時
場所　フレアール和泉
内容　（午前）入浴・情報交換・介護相談、（午後）講
演「介護者の健康管理～がんばらない介護のすす
め～」　講師　丹尾由紀子さん

　※認知症予防と対応についての話もあります

対象　開成中学校区在住の人　定員　30人
参加料　1000円（弁当代、入浴代込み）
持ち物　入浴セット
申込方法　市在宅介護支援センター大野和光園に電
　話（☎66・3011）で申し込む
締切　２月27日木
その他　希望者は送迎可。午前中のみ、午後のみの
　参加可。この教室は、中学校区ごとに年３回実施
　します。（和泉地区は１回）
問　健康長寿課介護予防係（☎66・6631内線125）

・
児
童
館
嘱
託
職
員

・
ス
ポ
ー
ツ
課
嘱
託
職
員

・
本
願
清
水
イ
ト
ヨ
の
里

　
　
　
　
　
　

嘱
託
職
員
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本
年
１
月
１
日
現
在
、
本
市
に

住
民
登
録
が
あ
る
人
で
、
次
に
該

当
す
る
人
。

▽
給
与
所
得
の
ほ
か
に
事
業
や
農

　

業
、
不
動
産
、
譲
渡
、
配
当
、

　

年
金
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人

▽
大
野
市
役
所
に
給
与
支
払
報
告

　

書
を
提
出
し
な
い
事
業
所
に
勤

　

め
て
い
る
人

▽
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
収
入

　

が
あ
っ
た
人

▽
前
年
中
途
で
退
職
や
失
業
し
、

　

１
月
１
日
現
在
、
就
職
し
て
い

　

な
い
人

▽
昨
年
中
、
収
入
が
な
か
っ
た
人

　

申
告
に
は
、
印
鑑
と
次
の
も
の

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

収
入
に
つ
い
て
分
か
る
も
の

▽
給
料
な
ど
が
あ
る
場
合
、
源
泉

　

徴
収
票
か
賃
金
な
ど
の
支
払
額

　

証
明
書

▽
営
業
や
農
業
な
ど
事
業
を
し
て

　

い
る
場
合
、
市
・
県
民
税
申
告

　

書
の
裏
側
に
内
訳
を
記
入
し
た

　

も
の
か
確
定
申
告
用
の
収
支
内

　

訳
書

▽
不
動
産
収
入
が
あ
る
場
合
、

市
・
県
民
税
申
告
書
の
裏
側
に

内
訳
を
記
入
し
た
も
の
か
、
確

定
申
告
用
の
収
支
内
訳
書

▽
公
的
年
金
や
生
命
保
険
契
約
の

　

年
金
、
シ
ル
バ
ー
人
材
派
遣
な

　

ど
の
収
入
が
あ
る
場
合
、
源
泉

　

徴
収
票
と
支
払
額
の
証
明
書

▽
生
命
保
険
契
約
の
満
期
返
戻
金

　

が
あ
る
場
合
、
支
払
調
書
の
証

　

明
書

控
除
に
つ
い
て
分
か
る
も
の

▽
扶
養
す
る
人
や
配
偶
者
が
い
る

　

場
合
、
そ
の
人
の
所
得
が
分
か

　

る
も
の

▽
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
、
医

　

療
費
の
領
収
書
と
そ
の
合
計
額

　

を
自
分
で
計
算
し
た
も
の

▽
国
民
健
康
保
険
料
や
小
規
模
企

業
共
済
等
掛
金
、生
命
保
険
料
、

地
震
保
険
料
を
支
払
っ
た
場

合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
控
除
証
明
書

▽
障
害
者
の
場
合
、
障
害
者
手
帳

　

や
療
育
手
帳
、
市
が
発
行
し
た

　

証
明
書

※
本
市
に
住
民
登
録
は
あ
る
が
、

他
市
町
村
で
課
税
さ
れ
て
い
る
場

合
、
そ
の
課
税
市
町
村
や
勤
務
先

が
分
か
る
も
の

・
税
務
署
で
確
定
申
告
す
る
人

・
所
得
が
給
与
所
得
だ
け
で
、

勤
務
先
で
年
末
調
整
を
し
て
い

る
人

・
収
入
が
な
く
、
誰
か
の
扶
養
に

　

な
っ
て
い
る
人

問　

税
務
課
市
民
税
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
２
３
）

市
・
県
民
税
の
申
告
忘
れ
ず
に

　

市
・
県
民
税
の
適
正
な
課
税
を
行
う
た
め
に
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
用
紙
は
、
昨
年
市
・
県
民
税
申
告
書
を
提
出
し
た
人
で
、
必
要
と
思
わ
れ
る

人
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。
申
告
用
紙
は
、
税
務
課
や
申
告
会
場
に
も
あ
り
ま
す
。

申
告
が
必
要
な
人

持
ち
物

申
告
す
る
必
要
が
な
い
人

３
月
17
日
月
ま
で

　確定申告の時期に合わせて、住民基本台帳カードの交付と公的個人認証サービスの電子証明書発行手続き
を時間外に受け付けします。

住民基本台帳カードを時間外に交付

日時
２月６日、13日、20日、27日の木午後５時15分
から７時まで

必要なもの

▽認め印 ▽顔写真付き身分証明書とその他身分証
明書（例：運転免許証と健康保険証） ▽印鑑登録
証（緑色のカード）※自動交付機からの証明書発行
を利用する場合 ▽手数料500円（電子申告に必要
な電子証明書が必要な場合は、別途500円が必要）
住民基本台帳カード
　・住民基本台帳カードは、「顔写真付き」と「顔

写真なし」が選べます。顔写真付きカードは、
運転免許証と同じように公的身分証明書として

利用することができます。
　・市役所に、住民基本台帳カードを利用した証明

書等自動交付機を設置しています。自動交付機
では、住民票の写し・所得課税証明書・印鑑登
録証明書を発行しています。

その他
　・住民基本台帳カードと電子証明書の発行には約

30分掛かります。電子証明書の発行申請が込み
合った場合、カードのみを交付し、後日、電子
証明書発行の手続きをしていただくことがあり
ます。

　・和泉支所では、時間外交付を行いません。
問　市民生活課市民窓口係（☎66・1111内線453）
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月日 曜日 時間 会場 対象地区
２/17 月

午前９時～正午
午後１時～４時

市役所北会議室

泉町全区、清瀧、明倫町全区
２/18 火 城町全区、水落町全区、要町、本町全区、元町全区
２/19 水 錦町全区、大和町全区、有明町、美川町全区
２/20 木 春日一丁目全区、春日二丁目全区（桜塚町を含む）
２/21 金 弥生町全区、春日三丁目全区、西里

２/24 月
上庄公民館

午前：森山、西山、平沢、今井、佐開
午後：森政領家、森政地頭、猪島、中据、下据、吉

２/25 火 午前：上五条方、下五条方、医王寺、北御門、西据、榎
午後：野中、稲郷、上据、東山、御給、友兼、開発、下郷

２/26 水 富田公民館 午前：土打、上野、土布子、下麻生嶋、川上、田野、井ノ口
午後：七板、富嶋、新田、森目、新河原、塚原、新塚原、富塚

２/27 木

下庄公民館

午前：上中野、下中野
午後：堂本、友江、中挾一丁目～三丁目、中保、菖蒲池、若里

２/28 金
午前：西市、新町、中荒井一丁目・二丁目、矢、城北町、陽明町
一丁目～四丁目
午後：中津川、東中津川、南新在家、横枕、東中野

３/３ 月 午前９時～正午 庄林会館 庄林、太田、大矢戸、小矢戸、西大月、東大月、北大野
午後１時～４時 南六呂師集落センター 南六呂師

３/４ 火 午前９時～正午 乾側公民館 乾側地区
午後１時～４時 小山公民館 小山地区（新庄は３月12日）

３/５ 水 午前９時～正午 蕨生集落センター 木落、蕨生、下唯野
午後１時～４時 木本集落センター 大西出、中西出、中村町、荒子町、木本領家、宝慶寺

３/６ 木 午前９時～正午
午後１時～４時 阪谷公民館

午前：伏石、柿ヶ嶋、八町、森本、松丸、石谷、大月、御領
午後：萩ヶ野、花房、不動堂、橋爪、蓑道、落合、堂嶋、金山、
小黒見

３/７ 金 午後１時～４時 五箇公民館 五箇地区
３/９ 日

午前９時～正午
午後１時～４時

市役所北会議室

平日に申告会場に行くことができない人
３/10 月 日吉町全区、天神町、高砂町全区
３/11 火 篠座町（茜町含む）、上篠座
３/12 水 糸魚町、春日野、新庄
３/13 木 幸町（神明町含む）、若杉町、国時町、東中
３/14 金 吉野町、美里町、月美町、清和町
３/17 月 期間中、申告会場に行くことができなかった人
２/17～３/11
までの月・火 和泉支所 和泉地区

○農業所得の申告日程（和泉地区は期間中のいつでも可）
２/22 土 午前９時～正午

午後１時～４時
ＪＡテラル越前

本店１階
下庄地区、乾側地区、富田地区、五箇地区

２/23 日 大野地区、小山地区、阪谷地区、上庄地区

　おむつが必要な高齢者がいる世帯は、おむつ代に
掛かる費用が医療費控除の対象になる場合がありま
す。確定申告をするときは、おむつ代の領収書と、
医師の発行する「おむつ使用証明書」か市の発行す
る「確認証明書」が必要
です。詳しくは、健康長
寿課に問い合わせてくだ
さい。

高齢者のおむつ代医療費控除

　平成25年12月31日現在、介護保険の要支援・要
介護認定を受け、障害者と同等と認められる65歳以
上の人は、障害者控除の対象になります。対象者に
は、２月上旬までに「障害者控除対象者認定書」を
送付します。
　認定者がすでに死亡している場合、認定書は送付
しません。扶養控除の申請などで認定書が必要な人
は、健康長寿課に申請してください。

介護保険　要支援･要介護
認定者の障害者控除

問　健康長寿課長寿係（☎66・6631内線133）

申告の日程と会場


